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◎作ってみよう！～がじゃバナナ

材料（4人分）

ロースト大豆 １６ｇ

細切りアーモンド １６ｇ

バナナチップス ３２ｇ

黒砂糖 ２６．８ｇ

水 ５．２ｇ

片栗粉 ３．７ｇ

作り方

① アーモンドは乾煎りする。

（給食ではオーブンで焼きます。）

② フライパンに黒砂糖と水を入れて煮立てる。

③ 泡が小さくなったら、アーモンド、大豆、バナナチップスを入れてよく

からめる。

④ 片栗粉をふり入れて、よく混ぜて、パラパラと乾いてきたら出来上がり。

今年も、残すところ１か月になりました。寒さも増してきています。空気も乾燥し、かぜやインフルエンザなどの感

染症にかかりやすい時期でもあります。冬を元気に過ごすために、手洗いが大切です。ご家庭でも、かぜやインフルエ

ンザへの予防対策について話し合ってみてはいかがですか？

かぜ・インフルエンザなどの感染症の予防に

手洗いをきちんとしていますか？

わたしたちは、普段いろいろなものに触っています。そして、その手で何気なく

自分の顔などに触れています。そのようにして、手についたウイルスが気づかない

間に鼻や口の粘膜から体内に入り込み、かぜなどに感染します。これを接触感染と

いいます。また、寒さが厳しくなると手洗いもおろそかになりがちです。

かぜやインフルエンザの予防のためにも、外から帰った後、食事の前、トイレの

後などに、きちんと手洗いをしましょう。洗った後には、清潔なハンカチやタオル

でふき取ります。

洗い残しやすい場所 ポイントを知って

しっかり手洗い

手洗いをする時、特に意識をしないで洗っていると洗い残しがいろい

ろと出てしまいます。洗い残しやすい部分としては、つめと指先、指と

指の間、親指、手首などがあります。

手を洗う時には、石けんをきちんとつけて泡立てます。それから、手

のひら→指と指の間→つめと指先→手の甲→親指→手首などのように

順番を決めて洗い残しがないように気をつけましょう。

冬至は、１年のうちで、もっとも昼が短く、夜がもっとも長い日で

す。また、冬至をすぎると、これまで短くなっていた日が長くなって

いくことから、太陽がよみがえる日とも考えられていました。

冬至には、かぼちゃを食べたり、ゆず湯に入ったりします。かぼち

ゃを食べると中風（脳の血管の病気）やかぜの予防になるといわれて

います。また、ゆず湯に入るとかぜをひかないともいわれています。

１２月２１日（土）※給食では２０日に冬至メニューを計画しています。


